
当初は屋内での活動を予定していましたが、雲１つない晴天だった

ため、屋外で日向ぼっこをしながら藁草履を作りました。 

参加者の中には清和地区以外から方や、熱心にメモを取る方もいらっしゃいました。ご家庭でも作って履いてみてくださると嬉しいです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年間を通して実施している「体験せいわ学」シリーズ

ですが、早いもので今年度最後の回となりました。今回

の活動内容は、稲わらを使った「藁草履作り」です。 

「昔は手作りした藁草履を履いて学校へ行っていた」

という話を聞いた後、実際に作ってみました。話を聞く

限りでは簡単に作れそうでしたが、講師に教わりながら

でも難しい工程でした。作るのに苦戦したからこそ、両

足分の藁草履が完成した時の達成感は大きいもの。参加

者は嬉しそうに手作りの藁草履を持ち帰っていました。 

完成した藁草履を持って撮った集合写真。みなさん満足そうな表情で 

写っていますね～！良い記念になったのではないでしょうか？ 

講師は地元清和地区にお住まいの仲原さん。普段は布で草履

を編んでいますが、同じ要領で藁でも草履を作れる方です。 


